






　








大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会　検討の方向性（概要）（Ｈ25.3.24）





資料２　





戦略的な維持管理の推進に向けて　　～「都市基盤施設長寿命化計画」の策定～





（注）今回示す「検討の方向性」は、H25年度に審議会で議論、検討したことを基に、H26年度における検討の方向性を示したものであり、今後、議論や検討を深めていく中で、随時、変更や追加し、より現場に即した計画策定をめざしていくこととする。





■検討の方向性








■基本的な考え方





◆基本理念　


「都市経営の視点に立ったインフラ・マネジメント」





２．持続可能な維持管理の仕組みづくり





１．効率的・効果的な維持管理手法の確立





効率的・効果的な維持管理を持続的に実施する上で、大阪府として主体的に取組むとともに市町村、国等の管理者や大学、企業等との連携体制づくりを検討する。


また、具体的な目標や取組みについてロードマップを明確にする。





施設の補修や更新に、的確に対応していくため、点検や診断手法の充実、予防保全対策の拡充、補修や更新時期の最適化など、効率的・効果的な維持管理手法を確立する。


現場技術者の具体的な行動指針となるよう、現在の取り組みの評価・検証を踏まえて一連の業務実施プロセスの充実と明確化を図る。





◆取組方針


「効率・効果的で持続可能な維持管理の推進」





１）人材の育成と確保、技術力の向上と継承


　　○大阪府技術者の技術力向上と継承


　　　・技術研修等の充実、資格取得のあり方の検討


　　　・スペシャリスト養成に向けた人事制度のあり方


　　　








�





２）現場や地域を重視した維持管理の実践


○土木事務所を中心とした地域全体の技術力向上


・市町村など他管理者、大学等との地域連携ﾈｯﾄﾜｰｸの構築（情報共有、人材育成、技術連携等）


・大学との連携強化


情報提供やフィールド共有、共同研究等


○地域と共に公共空間を守り育てる仕組みづくり


　　　・地域協働による公共空間の活用・保全


・地元企業の技術力確保（災害対応を含む）














３）維持管理業務の改善と魅力向上のあり方　


○新技術・工法・材料の活用と促進に向けた仕組み


づくり


　・産官学の連携強化（意見を交換する場づくり）


○入札契約制度の改善など


　・地域単位の包括的な業務契約方式等の検討


　・機械電気設備等の入札契約制度等のあり方検討


○維持管理業務の重要性や取組みのPR





１）点検、診断、評価の手法や体制等の充実


　　○致命的な不具合を見逃さない


　　　・人的、物的被害を与える劣化や損傷等を考慮


　　　・災害を誘発する可能性のある状態や箇所を考慮


　　　　上記を考慮し点検等手法を検討


　　○効率的・効果的な点検やデータ蓄積・活用


　　　・予防保全の拡充、補修や更新時期の最適化等を導くために必要な点検、データ等の蓄積を検討





























２）施設の特性に応じた維持管理手法の体系化


　　○予防保全の拡充と適切な維持管理手法の選定


　　　・全施設を対象に検証し、施設の重要度や特性に応じた適切な手法を検討


    〇最適な補修時期・手法の検討


・目標とする管理水準の考え方、最適な補修時期の評価や判断基準について検討


　　○更新時期の見極めの検討


　・物理的な要因により更新すべき施設の有無の検討


・更新時期の見極めの考え方（更新に至るまでのフロー）の検討




















３）重点化指標（優先順位）の設定


　　　・施設の重要度や特性を考慮し、リスク等に着目した重点化指標に基づく補修等の優先順位を検討





◆課題認識


○老朽化が進む都市基盤施設の維持管理については、日常的な点検、維持、補修などの充実に加え、長寿命化に資する予防保全対策などの推進が必要不可欠である。


　○また、これら維持管理の着実な実践に向けて、人材育成や技術の継承はもとより、地域や企業の方々と共に施設や公共空間を守り育てる仕組みづくりが重要である。


○大阪府では、維持管理の重要性から予算を増額し橋梁等の予防保全対策を進めているが、維持管理業務には経験に基づく判断も重要であり、継続的に工学的な知見を駆使し、絶えず、効率的・効果的な維持管理に向けて検証、改善していくことが重要である。


　○とりわけ、高度経済成長期に大量に建設した施設が、今後、一斉に老朽化が進むと予想され、人命に関わる事故や都市機能阻害を未然に防ぐために、点検の充実とあわせ、施設に現れる損傷の兆候をもとに的確に補修や更新することが必要である。


　○また、維持管理業務の実行にあたっては、安易にアウトソーシングするのではなく、地元自治体（施設管理者）が責任を持って、地域単位で技術を蓄積しながら、維持管理を進める仕組みを目指すとともに、維持管理の重要性を発信していくことが重要である。


　○以上を踏まえ、長寿命化計画の策定に向けて取り組む。





○今後の進め方


・具体的な技術研修プログラムの検討


・現状の分野別キャリア分析を基に、技術のコアとなるスペシャリストの必要性やキャリアパス，スキルスタンダード等について検討





○分野横断的な検討アプローチ


・不可視部分への対応、緊急事象への対応（水平展開）、


材料劣化など詳細調査の標準化、点検結果の質の向上と確保、点検等データの伝承（管理体制）、点検のメリハリ（頻度の見直し等）を考慮し、点検、診断、評価の手法や体制等を検討





○今後の進め方


・市町村・大学等のニーズ把握、ニーズを踏まえた


地域連携モデルや試行実施の検討





○分野横断的な検討アプローチ


・状態監視型における補修時期等の最適化の検討


・目標寿命等の設定について検討


・維持管理・更新に合わせた防災・耐震性能の向上への配慮








◆計画の構成


○本計画は、都市基盤施設全般（道路・河川・港湾・海岸・公園、下水道）を対象として、効率的・効果的な維持管理の基本的な考え方を示した「基本方針」と、それらを踏まえた分野施設毎の具体的な対応方針を定める「行動計画」で構成。





◆維持管理マネジメント体制


〇各事業室課、事務所のＰＤＣＡサイクルによるマネジメントを基本とし、維持管理業務を持続的、継続的に改善、向上させていく。





以下については、今後、左記１）２）３）を踏まえて検討。


４）日常的な維持管理の着実な実践


５）維持管理を見通した新設工事上の工夫


６）新たな技術、材料、工法の活用と促進策


７）事業評価（効果）の検証








○分野横断的な検討アプローチ


・分野横断的な重点化指標の検討、各分野施設の維持管理、更新など全ての業務に重点化指標を活用することを検討








１）２）３）共通：各分野施設の維持管理、更新などの基本となる業務


フローを考慮した維持管理スタンダードの検討








